
























から関わっている「MUJI × JICA プロジェクト」を
研究することに決めた。
　「MUJI × JICA プロジェクト」とは、良品計画と
JICA（独立行政法人国際協力機構）との協働による
インクルーシブ・ビジネスである。具体的には、 この
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